
第 144回神奈川臨床外科医学会集談会 

プログラム 

日時：平成27年 12月19日（土）午後2時00分〜 

場所：神奈川県総合医療会館 7階講堂 

（横浜市中区富士見町 3-1 TEL045-241-7000） 

 

開会の辞 当番世話人   聖マリアンナ医科大学消化器・一般外科 教授 

大坪 毅人 

 

レジデントプレゼンテーション 

セッション１（１４：０５－１４：２５） 

 座長： 川崎市立多摩病院 消化器・一般外科 四万村 司 

 

１．食道癌のリンパ節転移との鑑別に難渋したリンパ節サルコイド結節の 1例 

独立行政法人国立病院機構 横浜医療センター 外科 1)   森クリニック 2) 

○落合 雄人 1)、坂本 里紗 1)、関戸 仁 1)、松田 悟郎 1)、清水 哲也 1)、渡部 顕 1)、髙橋 直行 1)、 

朴 峻 1)、山本 悠史 1)、中﨑 佑介 1)、森 潔 2) 

２．術前診断に難渋した胃Neuroendocrine cell carcinomaの１例 

 北里大学病院外科学 

 ○竹中 淳悟、樋口 格、三重野 浩朗、萩原 千恵、森谷 宏光、細田 桂、山下 継史、菊池 史郎、 

渡邊 昌彦 

３．胆嚢胆管瘻を伴ったMirizzi症候群の１例 

 聖マリアンナ医科大学 臨床研修センター1）、川崎市立多摩病院 消化器・一般外科 2） 

川崎市立多摩病院 消化器・肝臓内科 3）、聖マリアンナ医科大学 消化器・一般外科 4） 

 ○中本 悠輔1）、三原 良孝2）、森 修三2）、佐々木 大祐2）、上原 裕也2）、石井 将光2）、四万村 司2）、 

朝倉 武士 2）、末谷 敬吾 3）、佐藤 望 3）、奥瀬 千晃 3）、大坪 毅人 4） 

 

 

セッション２（１４：２５－１４：４５） 

 座長： 横浜市立みなと赤十字病院外科 小野 秀高 

 

４．Beyond trastuzumabにより、手術可能となった多発肝転移を伴うHER2陽性胃癌の１例 

 横浜市立みなと赤十字病院 外科 1)、横浜市立みなと赤十字病院 病理部 2） 

 ○中野 めぐみ 1)、小野秀高1)、平井公也1)、中尾詠一1)、藤原大樹1)、前橋学1)、中山岳龍1)、大山倫男1)、 

柿添学 1)、中嶌雅之 1)、馬場裕之 1)、阿部哲夫 1)、熊谷二朗 2）、杉田光隆 1) 

５．卵巣転移を来たした進行大腸癌の 3例 

 川崎市立井田病院 外科１）、病理診断科２） 

 ○山之内 健人 1)、玉川 英史 1)、綿貫 瑠璃奈 1)、藤村 知賢 1)、嶋田 恭輔 1)、中村 威 1)、石川 修司 1)、 

有澤 淑人 1)、大森 泰 1)、品川 俊人 2）、橋本 光正 1) 

 



６．完全内臓逆位に合併した下行結腸癌に対して腹腔鏡下結腸部分切除術を施行した 1例 

 横浜市立大学附属市民総合医療センター 消化器病センター外科 1) 

        横浜市立大学医学部医学研究科 消化器腫瘍外科学 2) 

 ○大石 裕佳 1)、菅野 伸洋 1)、山田 淳貴 1)、加藤 綾 1)、中川 和也 1)、諏訪 宏和 1)、虫明 寛行 1)、 

大田 貢由 1)、円谷 彰 1)、國崎 主税 1)、遠藤 格 2) 

 

 

セッション３（１４：４５－１５：０５） 

 座長： 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 消化器・一般外科 大島 隆一 

 

７．セカンドルック手術を施行し救命しえた上腸間膜動脈塞栓症の 1例 

 横須賀市立うわまち病院 

 ○栗原 太郎、西田 和広、松本 理沙、中谷 研介、岡田 晋一郎、菅沼 利行 

８．急激な経過を辿り腸管壊死を来した特発性上腸間膜静脈血栓症の一救命例 

 聖マリアンナ医科大学臨床研修センター1)、聖マリアンナ医科大学消化器・一般外科 2) 

 ○塚本 芳嗣 1）、小泉 哲 2)、星野 博之 2)、菊地 悠輔 2)、瀬上 航平 2)、片山 真史 2)、 

       小林慎二郎 2)、大坪毅人 2) 

９．下行結腸間膜の異常裂孔に起因した内ヘルニアの 1例 

 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 消化器・一般外科 1) 

       聖マリアンナ医科大学 消化器・一般外科 2) 

 ○中村 友梨江 1)、大島 隆一 1)、久恒 靖人 1)、土橋 篤仁 1)、吉田 有徳 1)、小林 博通 1)、堀越 邦康 1)、 

石橋 一慶 1)、田中 圭一 1)、國場 幸均 1)、大坪 毅人 2) 

 

 

セッション４（１５：０５－１５：２５） 

 座長： 北里大学医学部外科学 佐藤 武郎  

 

１０．鼡径へルニアの用手的整復後に腸間膜仮性動脈瘤を形成した症例に対し腹腔鏡下ヘルニア根治術を施行し

た一例 

 北里大学医学部外科学 

 ○宮田 有理恵、中西 亮、中村 隆俊、田島 弘、藤田 翔平、横田 和子、筒井 敦子、三浦 啓壽、 

山梨 高広、内藤 正規、佐藤 武郎、渡邊 昌彦 

１１．腕頭動脈瘻止血の塞栓コイルが数年後に穿通した 2例 

 聖マリアンナ医科大学 小児外科 

 ○神川 文彰、長江 秀樹、脇坂 宗親、大山 彗、大串 健一郎、北川 博昭 

１２．当院における破裂性腹部大動脈瘤に対するステントグラフト治療 

 平塚市民病院初期臨床研修医 1）、平塚市民病院 外科 2)、平塚市民病院放射線診断科 3） 

 ○岸上 赳大 1)、藤井 琢 2)、金井 歳雄 2)、井上 崇道 2)、加藤 文彦 2)、大西 達也 2)、小島 正之 2)、 

秋好 沢林 2)、葉 季久雄 2)、赤津 知孝 2)、山本 聖一郎 2)、屋代 英樹 3)、中川 基人 2) 

 

 

— 休 憩 — 



 

一般演題 

セッション５（１５：４０－１５：５５） 

 座長： 聖マリアンナ医科大学 消化器・一般外科 小泉 哲 

 

１３．Hybrid手術にて修復した両側Spigelヘルニアの一例 

 聖マリアンナ医科大学 横浜市西部病院 消化器・一般外科 1) 

聖マリアンナ医科大学 消化器・一般外科 2) 

 ○久恒 靖人 1)、大島 隆一 1)、土橋篤 仁 1)、吉田 有徳 1)、小林 博通 1)、堀越 邦康 1)、石橋 一慶 1) 

田中圭一 1) 國場幸均 1)、大坪毅人 2) 

１４．Hybrid法が有効であった鼠径ヘルニア術後膀胱ヘルニアの１例 

 自衛隊横須賀病院 外科 

 ○板崎 勇二郎、久保 徹、熊野 勲、小川 智道、大草 康 

 

 

セッション６（１５：５５－１６：２５） 

 座長： 日本医科大学武蔵小杉病院消化器病センター 渡辺 昌則 

 

１５．右鼠径ヘルニアKugel法術後の膿瘍形成性虫垂炎に対し待機的手術を施行した 1例 

 川崎市立多摩病院 消化器・一般外科 1)、川崎市立多摩病院 病理診断科 2)、 

聖マリアンナ医科大学 消化器・一般外科 3) 

 ○森 修三 1) 、佐々木 大祐 1)、上原 悠也 1)、三原 良孝 1)、石井 将光 1)、四万村 司 1)、朝倉 武士 1)、 

小池 淳樹 2)、大坪 毅人 3) 

１６．メッケル憩室に起因した絞扼性イレウスの２例 

 日本医科大学武蔵小杉病院消化器病センター 

 ○針金 幸平、黒田 誠司、渡辺 昌則、助川 誠、山岸 征嗣、千原 直人、坊 英樹、鈴木 英之 

１７．後腹膜膿瘍を伴った十二指腸憩室穿孔の一例 

 石心会川崎幸病院消化器病センター外科 

 ○井上 貴博、成田 和広、山崎 將人、左近 龍太、佐藤 俊、中山 幹大、小根山 正貴、網木 学、 

太田 竜、後藤 学 

１８．食道扁平上皮癌に対する術前補助化学療法施行中に消化管穿孔をきたした 3例 

 東海大学医学部消化器外科 

 ○小熊 潤也、小澤 壯治、数野 暁人、山崎 康、二宮 大和 

 

 

セッション７（１６：２５－１６：４０） 

 座長： 聖マリアンナ医科大学 消化器・一般外科 小林 慎二郎 

 

１９．2期的膵頭十二指腸切除術を施行し救命し得た外傷性膵損傷の 2例 

 聖マリアンナ医科大学消化器・一般外科 

 ○菊池 悠輔、小林 慎二郎、小倉 佑太、瀬上 航平、星野 博之、片山 真史、小泉 哲、大坪 毅人 

 



２０．若年者外傷性異時性高度気道狭窄に対し緊急気管切開後、二期的に輪状軟骨直下気管環状切術を施行した

1例 

 聖マリアンナ医科大学呼吸器外科 

 ○木村 祐之、佐治 久、多賀谷 理恵、丸島 秀樹、新明 卓夫、栗本 典昭、中村 治彦 

 

 

セッション８（１６：４０－１７：００） 

 座長： 横浜市立大学医学部 消化器・腫瘍外科 秋山 浩利 

 

２１．Leriche症候群を合併した胃癌の 1切除例 

 聖マリアンナ医科大学消化器・一般外科 

 ○真船 太一、民上 真也、榎本 武治、福岡 麻子、佐治 攻、松下 恒久、大坪 毅人 

２２．直腸癌術後の難治性直腸膣瘻に対して薄筋筋皮弁充填術により治癒しえた一例 

横浜市立大学 医学部 消化器・腫瘍外科 1)、横浜市立大学 医学部 形成外科 2) 

 ○樅山 将士 1)、石部 敦士 1)、小坂 隆司 1)、秋山 浩利 1)、菱川 美紀 2)、三上 太郎 2)、遠藤 格 1) 

２３．腹腔鏡下肝外側区域切除術を施行した肝内結石症の 1例 

 北里大学医学部外科学 

 ○中馬 基博、海津 貴史、早川 秀輝、金山 芳郎、田中 蓉子、河又 寛、西山 亮、田島 弘、 

隈元 雄介、渡邊昌彦 

 

 

— 休 憩 — 

 

 

特別講演（１７：１０－１８：１０） 

 座長：聖マリアンナ医科大学消化器・一般外科 教授 大坪 毅人 

 

『大腸がん化学療法：これまでの進歩とこれからの進化へ向けての挑戦』 

国立がん研究センター東病院 臨床研究支援部門 医員 

                     先端医療開発センター TR分野 

岡本 渉
おかもと わたる

 先生 

 

閉会の辞     聖マリアンナ医科大学消化器・一般外科 教授 

大坪 毅人 


